
未来へ向かって、未来へ向かって、

歩いて行こう。歩いて行こう。
ゆっくりゆっくり

通信制高校サポート校
進路支援型 放課後等デイサービス

フリースクール



私は中学生の頃、クラスに馴染めず不登校
でした。
自分に合う高校はないと思っていました。

そんな時、姉も通っていた未来学園に見学に行き、先輩や先生たち
の温かさに惹かれて入学を決めました。
入学後も不安はありましたが、一人ひとりに寄り添ってくれる先生の
おかげで安心して学校生活を送れています。音楽同好会に所属し
ていて、地域のお祭りにも参加したり、毎週ある練習も楽しく参加し
ています。
個性だらけの生徒が多い未来学園に通ることを幸せに感じています。

パンフレットをご覧いただき、ありがとうございます。

未来学園は平成最後の2019年４月に開校しました。
提携する愛媛県の学校法人河原学園 未来高等学校（通信制課程 普通科）の
大分南学習センターとして、高校卒業資格取得と卒業後の進路支援を行い、
これまで７年間で244名の卒業生が不登校などの困難を乗り越え、無事に
高校を卒業し、社会で頑張っています。

自分のペースで学べる通信制高校のメリットを活かし、様々な体験活動を通して
社会と繋がり、社会的自立ができるよう必要なコミュニケーションスキルや
人間力を養っていきます。

高校生向けの放課後等デイサービスも併設し、発達障害や起立性調節障害など
から不登校やひきこもりになる二次障害を防ぎ、福祉と教育を掛け合わせた
支援も行っています。

生まれた環境やその時の境遇で高校卒業を諦めることなく、安心して通える
居場所となれるよう、生徒のどんな小さな悩みにも寄り添い、変化を見逃さない
“虫の目” と、これからの成長を大所高所から見守る “鳥の目” でスタッフ
一同サポートして参ります。

ご挨拶

中学生の方へ
教室に入りたくても、入れない。
未来学園では、様々な事情で
学校に行けなかった生徒を
受け入れています。
入学試験もありません。
学力に不安があっても、
しっかりと先生が寄り添って
３年間で卒業できるように
サポートします。

今、高校生の方へ
人間関係や学力不振で悩み、進路変更を
考えている仲間はたくさんいます。
無理をして今の環境で続けるよりも、
新しい環境でやり直せます。
いつでも転校は可能です。
休学届や退学手続きをする前に、
一度ご相談ください。
在籍している高校での取得済みの単位や、
出席日数は引き継ぐことができるので、
同級生と同じ時期に
卒業することも可能です。

もう一度、高校卒業を
目指したい方へ
高校を途中退学した方でも、
残りの在籍期間と、
単位を修得すれば
卒業することができます。
高校卒業を諦めないで
下さい。

新入学 転入学 編入学４月
入学

４月
入学

転校は随時
受付中！

転校しても
３年で卒業
可能です！

通信制高校サポート校（提携校：学校法人河原学園 未来高等学校）

高等学校
卒業条件

中学卒業 サポート校（未来学園）

❶サポート校独自のカリキュラム
　体験授業
　学習指導/資格・検定対策

❷高校卒業のための学習支援
　レポート作成の指導/テスト対策
　スクーリング指導

❸メンタル面・生活面のサポート

中学卒業生
高校転入生（転校）
高校編入生（中退）

高校卒業

全日制高校
定時制高校と
同じ高校卒業資格です。

単位認定未来
高等学校

高校卒業
資格

卒業までの流れ

通算で３年以上の在籍期間があること(前在籍学校の在籍期間を含む)
必修の教科・科目をすべて履修し、74単位以上修得すること
特別活動に３年間で30単位時間以上参加すること

1
2
3

通信制高校の勉強方法は？

スクーリングレポート学習

テスト

単位
修得

丁寧に指導します。

月曜日から金曜日の9時から15時まで
教室は開いています。
登下校時間は自由です。

トワさん
（令和８年度　生徒会長）
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年間
16日
程度

レポートは基礎的な
問題が中心です。
分からない問題は、
先生が優しく教えて
くれます。

夏と冬に8日間ずつ一斉授業があります。
レポートを振り返り、試験に向けて未
来学園の先生たちが分かりやすい授業
を行います。

スクーリングが終わって前期試験・
後期試験が3日間ずつあります。

テストで点数が悪くても、レポートの提出と
スクーリングにちゃんと参加出来たら大丈夫！

精神保健福祉士
ひきこもり支援相談士
児童発達支援管理責任者
高校教員免許（地理歴史）

昭和57年 沖縄県那覇市出身
通信制高校サポート校や
放課後等デイサービス、
児童自立支援施設などで勤務
し、児童生徒と関わる。

代表

松川 大介

年間
70枚
程度
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支援も行っています。

生まれた環境やその時の境遇で高校卒業を諦めることなく、安心して通える
居場所となれるよう、生徒のどんな小さな悩みにも寄り添い、変化を見逃さない
“虫の目” と、これからの成長を大所高所から見守る “鳥の目” でスタッフ
一同サポートして参ります。

ご挨拶

中学生の方へ
教室に入りたくても、入れない。
未来学園では、様々な事情で
学校に行けなかった生徒を
受け入れています。
入学試験もありません。
学力に不安があっても、
しっかりと先生が寄り添って
３年間で卒業できるように
サポートします。

今、高校生の方へ
人間関係や学力不振で悩み、進路変更を
考えている仲間はたくさんいます。
無理をして今の環境で続けるよりも、
新しい環境でやり直せます。
いつでも転校は可能です。
休学届や退学手続きをする前に、
一度ご相談ください。
在籍している高校での取得済みの単位や、
出席日数は引き継ぐことができるので、
同級生と同じ時期に
卒業することも可能です。

もう一度、高校卒業を
目指したい方へ
高校を途中退学した方でも、
残りの在籍期間と、
単位を修得すれば
卒業することができます。
高校卒業を諦めないで
下さい。

新入学 転入学 編入学４月
入学

４月
入学

転校は随時
受付中！

転校しても
３年で卒業
可能です！

通信制高校サポート校（提携校：学校法人河原学園 未来高等学校）

高等学校
卒業条件

中学卒業 サポート校（未来学園）

❶サポート校独自のカリキュラム
　体験授業
　学習指導/資格・検定対策

❷高校卒業のための学習支援
　レポート作成の指導/テスト対策
　スクーリング指導

❸メンタル面・生活面のサポート

中学卒業生
高校転入生（転校）
高校編入生（中退）

高校卒業

全日制高校
定時制高校と
同じ高校卒業資格です。

単位認定未来
高等学校

高校卒業
資格

卒業までの流れ

通算で３年以上の在籍期間があること(前在籍学校の在籍期間を含む)
必修の教科・科目をすべて履修し、74単位以上修得すること
特別活動に３年間で30単位時間以上参加すること

1
2
3

通信制高校の勉強方法は？

スクーリングレポート学習

テスト

単位
修得

丁寧に指導します。

月曜日から金曜日の9時から15時まで
教室は開いています。
登下校時間は自由です。

トワさん
（令和８年度　生徒会長）
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年間
16日
程度

レポートは基礎的な
問題が中心です。
分からない問題は、
先生が優しく教えて
くれます。

夏と冬に8日間ずつ一斉授業があります。
レポートを振り返り、試験に向けて未
来学園の先生たちが分かりやすい授業
を行います。

スクーリングが終わって前期試験・
後期試験が3日間ずつあります。

テストで点数が悪くても、レポートの提出と
スクーリングにちゃんと参加出来たら大丈夫！

精神保健福祉士
ひきこもり支援相談士
児童発達支援管理責任者
高校教員免許（地理歴史）

昭和57年 沖縄県那覇市出身
通信制高校サポート校や
放課後等デイサービス、
児童自立支援施設などで勤務
し、児童生徒と関わる。

代表

松川 大介

年間
70枚
程度



進路支援型 放課後等デイサービス

放課後等デイサービスは2012年に施行された改正児童福祉法によって始まった就学児童・生徒向けの福祉
サービスです。
自閉症スペクトラム障害など病院からの診断書があれば、お住まいの自治体へ受給者証を申請し利用すること
が出来ます。（利用には一定の条件があります）
未来学園の放課後等デイサービスは、高校卒業のカリキュラムと発達に偏りのある子どもたちに対して、 
放課後に集団での療育活動を行います。
学習面のサポートだけでなく、未来に繋がる様々な学びの場を提供し、スキルも身につけていきます。高校 
卒業後に次のステップへ自分らしく進めるように一人ひとりをサポートします！
障害児通所支援施設である放課後等デイサービスは国からの補助があり、ご家庭でご負担いただく費用には 
上限金額が決まっています。 　※ 上限金額はご家庭により異なります。

個別支援計画の作成 対人関係トレーニング

一人ひとりの目標に合わせた
個別支援計画を作成します。
定期的なモニタリングも行い
困りごとの解消を目指します。

ゲームや
グループワークを通じて、
他者との関わり方を
身につけます。

通信制高校サポート校の併設

放課後等
デイサービスに
通いながら、
高校卒業のサポートが
受けられます。

入学前の自分は、勉強や学校の行事に参加できるか不安な気持ちもあったけれど、レポートの分から
ない所があれば、先生が教えて
くれます。

それでもどれくらい頑張ればいいか、レポートの提出
期限に間に合うのか不安な時もありましたが、熱い先生、
特撮好き、お笑い好き、色んなタイプの先生が、いつも
声をかけてくれるので、勉強も安心して取り掛かること
が出来ました。
服装にきまりはないし、好きな時間帯に登校出来ます。
これといって厳しい校則もないので自分のペースで
通えて楽しいです（^_^）

ハルマくん
（高校２年生）

フリースクール

中学生を対象に受け入れており、未来学園に登校することで在籍する中学校の出席扱いとしてもらえるよう
学校と連携していきます。
「教育機会確保法」の趣旨に基づき、学校復帰を目的とせず、卒業後はそのまま未来高等学校への進学も 
可能なので、高校卒業まで一貫してサポートします。高校進学への不安や焦りが減り、安心して過ごしても
らいたいと思います。



支援制度

未 来 学 園 佐 伯 校

県南地区で初となる通信制高校サポート校を佐伯市の多くの方々にご協力頂き、2021年
に開校しました。
４名でスタートした佐伯校も今年度は68名に増え、大分校と合同運動会や遠足などで 
盛り上がりました。
2024年８月に船頭町から佐伯駅前に移転し、通いやすく教室も広くなりました！

国と県の支援制度
がございます。
予約制の個別相談
会でご説明します。

高等学校等
就学支援金制度

家庭の状況にかかわらず、全ての意志ある高校生が安心して勉学に打ち込める社会を 
作るため、生徒の授業料に充てる高等学校等就学支援金が支給されます。返済不要です。

（入学後、所定の手続きが必要です。）

高等学校等
学び直し支援制度

高等学校を中途退学した方が再び高等学校等で学び直す場合に、法律上の就学支援金 
支給期間36月（定時制・通信制は48月）を過ぎた後も卒業までの間（ただし、最長24月） 
は継続して授業料の一部の支援を国が行ってくれるという制度です。

奨学のための
給付金制度

授業料以外の教育費負担を軽減するため、平成26年４月以降に市立高等学校等に入学さ
れた方で、「都道府県民税所得割」及び「市町村民税所得割」が非課税世帯であることなど 
支給要件を満たす方に「奨学のための給付金」を支給します。
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起立性調節障害や過敏性腸症候群など身体症状を伴う障害で、
朝起きることが難しい生徒や毎日通うことが不安でも大丈夫。
登校日数や登校時間は自由で、厳しい校則も制服もありません。
頑張って登校すること、仲間を大切にする優しさなどを
身につけてもらい “成長するための居場所” でありたいと思います。

大分校・佐伯校とも駅から近く交通の便が良い場所です。
ＪＲや大分バスの定期券申請も可能です。

ＰＯＩＮＴ②　大分駅から徒歩３分・佐伯駅から徒歩５分

長期休みになると、生活リズムが崩れたりします。
夏休みや春休みも登校可能日として教室を開放し、
生徒がいつでも居場所として通える環境を提供します。

ＰＯＩＮＴ③　夏休みや春休みも登校可能！

ＰＯＩＮＴ①　先生たちは不登校支援の専門家です。
未来学園のスタッフは、中高の教員免許、精神保健福祉士、認定心理士、
児童発達支援管理責任者、幼稚園教諭、保育士などの全員が有資格者です。
不登校やひきこもりの支援をしてきた経験のある先生たちなので安心し
て通ってきてください。

学校のように時間割やチャイムは　 無く、一人ひとりのペースに
合わせた学習支援を行います。
レポートが終われば、漢検や英検、 簿記検定やパソコンの検定に
チャレンジできます。
勉強が出来ても良い。出来なくて　 も良い。
点数や数値だけで、その子の価値　 を決めません。
そんな教育を目指しています。

生徒を
第一に

３つの
サポート

生 活

学 習



学校のように時間割やチャイムは　 無く、一人ひとりのペースに
合わせた学習支援を行います。
レポートが終われば、漢検や英検、 簿記検定やパソコンの検定に
チャレンジできます。
勉強が出来ても良い。出来なくて　 も良い。
点数や数値だけで、その子の価値　 を決めません。
そんな教育を目指しています。

生徒の希望する進路をしっかりサポート！
将来の夢がまだ無くても大丈夫。
一緒に未来を創っていきましょう。

100校以上の県内、県外の大学や専門学校の
指定校推薦があります。
面接練習や受験対策もしっかりと行います。

ＰＯＩＮＴ②　沢山の指定校推薦もあります。

進学先　・長崎県立大学・日本大学・西南女学院大学・大阪芸術大学・広島国際大学
・京都橘大学・桜美林大学・文教大学・北海道情報大学・名古屋文理大学・別府大学
・日本文理大学・九州情報大学・サイバー大学・ZEN大学・大分農業大学校
・大分県立芸術文化短期大学・大分高等技術専門校・別府大学短期大学部
・別府溝部学園短期大学・大分県立工科短期大学校・九州女子短期大学
・明日香美容文化専門大学校・明星国際ビューティーカレッジ・藤華医療事務専門学校
・智泉福祉製菓専門学校・智泉幼児保育専門学校・大原ビジネス公務員専門学校
・大原医療介護福祉専門学校・大分情報ITクリエイター専門学校・大分昴自動車工科専門学校
・大分医学技術専門学校・ザイナスIT専門大学校・KCS大分情報専門学校
・大分リハビリテーション専門学校・田北調理師専門学校・平松総合医療専門学校
・アミューズメントメディア総合学院・名古屋ECO動物海洋専門学校・HAL東京
・福岡リゾート＆スポーツ専門学校・福岡ダンス＆ミュージック専門学校
・九州デザイナー学院・福岡調理師専門学校・九州ビジュアルアーツ専門学校
・福岡ビューティーアート専門学校・西日本アカデミー専門学校
・ヒューマンアカデミー福岡校・福岡建設専門学校
・九州スクールオブビジネス専門学校・福岡カレッジオブジビジネス専門学校
・大村美容ファッション専門学校・平岡学園・くらしき作陽大学
・清風情報工科学院・京都コンピュータ学院・東京美容専門学校　等

ＰＯＩＮＴ③　これまでの進学実績

ＰＯＩＮＴ①　多くの社会資源と連携
2年次に進路調査、3年次に三者面談をして進路を決めていきます。
進学ガイダンスやオープンキャンパスも引率し、不安を一緒に解消します。
卒業後に一般就労が難しい生徒には、就労移行支援事業所や就労継続支援事業所
など福祉の進路もご提案します。焦らず、ゆっくりとステップアップしていきましょう。
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（運営：合同会社みらい学園）
表紙のイラストは卒業生の水沼桃子さんが描いてくれました。表紙のイラストは卒業生の水沼桃子さんが描いてくれました。

大 分 校 佐 伯 校

〒870-0026
大分市金池町2丁目1-3
レインボービル3F
TEL 097-576-9091
FAX 097-576-9092

〒876-0803
佐伯市駅前1丁目6-38
センチュリービル2F
TEL 0972-28-6700

info@oita-miraigakuen.jp
https://oita-miraigakuen.jp

E-mail

HP

★

佐伯駅前

佐伯駅
ホテル金水苑

●

●マックスバリュ
佐伯駅前店

ホテルルートイン
佐伯駅前

●

●

国　道

ROUTE
217

国　道

ROUTE
388

中
川

●
佐伯の太陽

★ Ｐ

お車でお越しの際は、隣にありますトラスト
パーク大分駅前にお停めください。

お車でお越しの際は、ビルの裏に専用駐車場
がございます。


